
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２１年９月１５日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．山形大学エリアキャンパスもがみ土田秀也奨学金の創設 

２．文部科学省大学教育 GP「到達目標を明確にした自己実現学習システム」採択 

３．ガス電子増殖による新型光検出器の開発 

４．山形大学工学部ものづくり・ひとづくりキャンパスの開設 

お 知 ら せ 

１．藤沢周平の山形 第６章（最終章）「藤沢周平の江戸・東京」 参加者募集 

２．公開講座 人文学部「法を知って暮らしを守ろう」 

３．小さな科学者・体験学習会 理学部「望遠鏡を作って観る」 

４．山形大学と高等学校の数学教員の研究交流会 

５．公開講座 医学部「現場での心停止の治療法－AEDの正しい使い方－」 

６．工学部 吾妻祭・重文クラシックコンサート・ホームカミングデイ 

７．公開講座 附属中学校「親子で楽しむ秋の星座」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：１０月６日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プレス発表資料 

平成 21年 9月 15日 
山 形 大 学 

土田秀也奨学金を創設します。 

新庄市の医師、土田秀也氏のご厚意で奨学金を創設します。 
１０月３日には、その覚書に係る調印式を新庄市で行います。 

１．奨 学 金 
名 称：山形大学エリアキャンパスもがみ土田秀也奨学金 

対 象：山形大学に入学する最上地域の高等学校等を卒業した方又は卒業見込みの方 
支援額：毎年１人、毎月４万円 

学部学生は４年間（医学部医学科の学生は６年間） 
最大年３００万円の奨学金の支援をいただく。 

期 間：平成２２年度から平成３１年度の１０年間。その後は１年ごとに更新。 

２．覚書に係る調印式 
日 時：平成２１年１０月３日（土） １３：００～ 

場 所：荘内銀行新庄支店 ２階会議室（新庄市栄町６－１） 
調印者：土田秀也氏、山形大学長 

３．奨学金創設の経緯 

「エリアキャンパスもがみ」は、平成１６年度に県内で唯一高等教育機関のない最上 
広域圏に大学の機能を誘致し、地域住民と教員・学生が交流することによって地域の活 

性化を図ることを目的に、最上広域圏８市町村の首長と学長の間で連携に関する協定書 
が結ばれ設立されました。これを基盤として山形大学による最上広域圏での本格的な教 

育・研究・社会貢献が行われています。 
その設立に尽力いただいたのが土田氏であり、その際に最上地域の高校生を対象とし 

た奨学金制度の話題になったのがきっかけでした。 

４．土田秀也氏の人となり 
土田氏は、 山形大学医学部を昭和６１年に卒業され、 現在は新庄市桧町において内科、 

消化器科、小児科の医院を開業しています。 
地域医療に大変力を尽くしておられ、土曜日も平日同様診療をしているほか、休診日 

の水曜日にも往診診療をされています。 
また、日曜日には地域の方々に空手の指導も行っています。 

（お問い合わせ） 

小白川事務部学生支援ユニット 阿部 
電話：０２３（６２８）４１３０



プ レ ス 発 表 資 料 

平成21年９月15日 
山 形 大 学 

「 到 達 目 標 を 明 確 に し た 自 己 実 現 学 習 シ ス テ ム 」 

文 部 科 学 省 大 学 教 育 Ｇ Ｐ に 採 択 

「到達目標を明確にした自己実現学習システム」が，平成21年度文部科学省 

大学教育推進プログラムに採択されました。山形大学が推進する「人間力の 

育成」と「学習成果の重視」に対応し，学生が自らの到達目標を見据え，そ 

の実現を図るための新たな学習システムを構築します。 

１．大学の優れた取組を選定し財政支援を行う文部科学省の大学教育推進プログ 

ラムには，全国４４１の教育機関から６４９件の申請があり，そのうち９６件 

が採択となりました。東北地方の大学では，山形大学の１件のみの採択です。 

採 択 一 覧 htt p:/ /www .me xt.g o.j p/b_m enu /hou dou /21/ 09/ 1284 354 .htm 

２．「 到達 目 標 を 明 確 に し た 自 己実 現 学 習 シ ステ ム 」では，４年間の学士課 

程教育で培われる「人材育成目標」を明示し，それに基づき，科目の位置付け， 

学習到達目標を明確にしたカリキュラムを体系的に構造化します。 

３．新たに開発する「学習ポートフォリオシステム」は，このカリキュラム編成 

の方針をWebを通して学生に伝達することで，学生が自らの学士課程教育で修得 

できる知識や能力を認識しながら，自律的に学習を進めるためのツールとなり 

ます。 

４ ． 本 取 組で は ，このような自己実現型の学習システムを創りあげ，本学の学 

士課程教育を社会的要請に応え得るものとするとともに，他大学の参考となる 

ような，新たな学習システムを構築したいと考えています。 

（お問い合わせ） 

山形大学教養教育企画室 

担当：黒沼，蜂屋 

電話：０２３（６２８）４７０１



到達目標を明確にした 到達目標を明確にした 
自己実現学習システム 自己実現学習システム 

－強く豊かに生きていくための「人間力」の養成と －強く豊かに生きていくための「人間力」の養成と 
教育の質保証が調和する学習システム－ 教育の質保証が調和する学習システム－ 

文部科学省 平成２１年度 大学教育・学生支援推進事業 

【テーマＡ】大学教育推進プログラム採択事業 

事業期間 平成２１年度～平成２３年度 

事業経費 ６４，８８３千円（３年間） 

担 当 中島勇喜副学長（教養教育企画室長） 

問合先 山形大学教養教育企画室 023­628­4701



取組の目標 取組の目標 

■目的・達成度を明確にした新たな学習システムを構築する 

■「学ばせたいものを学ぶ」教育へ転換する 

■自立した人間として力強く生きる「人間力」を育成する 

取組の内容 取組の内容 
■人材育成目標の明示 

■履修コースごとのカリキュラムの体系化 

■学習ポートフォリオシステムの構築 

■教育ディレクター制度の導入 

■ＹＵ－ＧＰ制度の実施



サポートファイル 
（電子カルテ方式） 

•成績・ＧＰＡ 

•学籍・相談履歴 

•就職活動状況 

アドバイザー 学 生 

キャンパスハラスメント 

防止委員会 

学生センター 

保健管理 
センター 

就職委員会 

相談・指導 

参照・入力 

参照・入力 

参照 

参照・入力 

ＹＵサポーティング・システム（既存） 

学習・教育目標 小項目 細目 該当科目 必修要件 単位数 修得単位 評価 項目合計 

一変数の微分法について知って 

おり，微分計算ができる。 
微分積分学１ ◎ 2 2 Ｓ 

一変数の積分について知ってお 

り，積分計算ができる。 
微分積分学２ ◎ 2 2 Ａ 

確率的事象について数学的確率 

を求めることができる。 
確率統計学 ◎ 2 

微分積分の公式や定理を用いて 

演習問題を解くことができる。 
微積分解法 ○ 2 

線形代数学の行列式を学習し， 

計算することができる。 
数学Ｃ ○ 2 2 Ａ 

多変数関数の微積分についての 

計算力を有する。 
数学Ⅰ ○ 2 

線形代数の基礎的な事柄を理解 

している。 
数学Ⅱ ○ 2 

コーシーの積分定理を通じて，複 

素積分を計算できる。 
数学Ⅲ ○ 2 

フーリエ級数の定義を理解し，計 

算できる。 
数学Ⅳ ○ 2 

実験装置の扱い方を理解し，レ 

ポートの書き方を体得している。 

力学と熱力，光学・波動，電磁気 

学の基礎を理解している。 

自然現象を物理的に正しく理解し 

ている。 
物理学Ⅰ ○ 2 

物体の運動を正しく理解し，微積 

分を用いて扱うことができる。 
物理学基礎 ○ 2 2 Ｂ 

電磁気の法則を理解して，電磁 

気現象を数式で表現できる。 
物理学Ⅱ ○ 2 

物理的素養 

物理学実験 

情報技術の基礎となる 

数学，物理，英語の基 

礎的な部分を学び，底 

力をつける。 

数学的素養 6 

2 

◎ 2 

組み入れ 

新たに開発 

学習ポートフォリオシステムの開発 学習ポートフォリオシステムの開発 

学習ポートフォリオシステム



取組の概要図 取組の概要図 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 

学習ポートフォリオ 

学習の指針 

学生 

学習成果 

自己実現 
構

 
築

 

構
 
築

 

ＹＵ－ＧＰ制度 

競争的環境 

財政的支援 

アドミッション・ポリシー 

教育ディレクター 教育ディレクター 

教育プログラムの 

人材養成目標 

学習到達目標 目標実現のため 

入 学 

卒 業 

学位プログラム 

到達目標 

科目の目的 

位置付け等
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創薬支援や医療診断などの分野で活用が期待される 
新しい光センサ「ガス増倍型光検出器」を開発します。 

『ガス電子増殖による新型光検出器』の開発が科学技術振興機構 
（JST）先端計測分析技術・機器開発事業「要素技術プログラム」 
に採択されました。 

１．採択課題 

ガス電子増殖による新型光検出器の開発 

科学技術振興機構（JST）先端計測分析技術・機器開発事業「要素技術プログラム」 

２．開発期間 平成２１年１０月１日～平成２５年３月３１日 

３．開発費 総額： ８４百万円 

平成２１年度： １１百万円、平成２２年度： ３１百万円 

平成２３年度： ２４百万円、平成２４年度： １８百万円 

４．新しい光センサ「ガス増倍型光検出器」の将来展望 

☆広い有効面積、高い感度特性・均一性、高磁場環境での動作⇒第３世代の光センサ 

・学 術：素粒子／原子核実験、宇宙線物理学の分野 

・産業応用：…中性子非破壊検査、放射線計測、Flame Monitoringなど 

・医用：創薬支援、医用画像診断機器など 

５．開発の概要 

山形大学を中核として、浜松ホトニクス、首都大学東京が参画する。 

山形大学を中心に、 世界に先駆けて開発を続けているマイクロパターンガス検出器と、 

紫外から可視光波長領域に高い感度を持つアルカリ光電面とを複合させた、広い有効面 

積、高い感度特性と均一性とを兼ね備え、かつ高磁場環境下においても動作可能な新し 

い高感度光センサ「ガス増倍型光検出器」を開発します。 

（お問い合わせ） 

理学部物理学科 准教授 門叶 
とかない 

冬樹 
ふ ゆ き 

電話：０２３（６２８）４５５４
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山 形 大 学 工 学 部 も の づ く り ・ ひ と づ く り キ ャ ン パ ス の 開 設 

山 形 大 学 工学 部 で は 、 地 域 企 業 の 国 際 競 争 力 を高 め る た め の 大 学 院 MOT 

（ 技 術 経 営学 ） 専 攻 と 産 学 連 携 の 拠 点 機 能 を 米沢 市 中 心 市 街 地 に 展 開 し 

ま す 。 

こ の こ と によ り 、 オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン を 巻き 起 こ す 環 境 整 備 と 知 恵 

の 集 積 を 図り 、 地 域 活 性 の き っ か け と し ま す 。 

こ の た び 、米 沢 市 中 心 市 街 地 に 街 中 サ テ ライ ト キ ャ ン パ ス と し て「 山 形 

大 学 工 学 部も の づ く り ・ ひ と づ く り キ ャ ン パ ス」 を 開 設 し ま す 。 

こ の キ ャ ンパ ス は 、も の づ くり 技 術 経 営 学（ Ｍ Ｏ Ｔ ）グ ロ ーバ ル 戦 略 コ 

ー ス の 講 義と 、経 営 人 材 育成 の た め の セ ミ ナ ーの 開 催 、大 学 と企 業 と を つ 

な ぐ 産 学 連携 事 業 な ど を 展 開 す る 拠 点 と し て 整備 す る も の で す 。 こ の 拠 点 

の 整 備 に より 、 地 域 企 業 の 競 争 力 の 強 化 と 中 心市 街 地 の 活 性 化 が 期 待 さ れ 

ま す 。 

開 設 に あた り 開 所 式 、記 念セ ミ ナ ー・交流 会 を 開 催 い た し ま すの で 、取 

材 方 よ ろ しく お 願 い い た し ま す 。 

１．開 所 式 

日 時 ： 平成 ２ １ 年 １ ０ 月 １ 日 （ 木 ） １ ４ ：０ ０ ～ 

場 所 ： 山形 大 学 工 学 部 も の づ く り ・ ひ と づ くり キ ャ ン パ ス 

(〒 99 2-0 039 米 沢 市 門 東 町 3-1 -47 (株 )コ ム ネ ッ ト バ ン ク 社 ビ ル 内 ) 

２．記念セミナー・交流会〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

日 時 ： 平成 ２ １ 年 １ ０ 月 １ 日 （ 木 ） １ ５ ：０ ０ ～ 

場 所 ： 東京 第 一 ホ テ ル 米 沢 (〒 992-0045 米 沢 市 中 央 1-13-3) 

（お問い合わせ） 

地域共同研究センター 今野、中山 

電話：０２３８（２６）３６３３



１．主催者挨拶 （15:00～15:15） 

(独)中小企業基盤整備機構東北支部 副支部長 

山本 裕一 

山形大学教授・ベンチャービジネスラボラトリー長 

高橋 幸司 

米沢市電子機器・機械工業振興協議会会長 

安房 毅 

２．概要説明 （15:15～15:30） 

山形大学教授・地域共同研究センター長 

小野 浩幸 

３．記念講演 （15:30～17:30） 

「サブプライムに負けるな～日本の中小企業の底力～」 

政策研究大学院大学 教 授 

橋本 久義 氏 

４．閉会挨拶 

山形大学 産学連携教授 

柴田 孝 

※ 引き続き「交流会」を開催します。是非ご参加ください。 

（参加費：1,000 円） 

米沢市は多くの工場・関連会社が集中する東北地方を代表する一大産業集積地として発展しています。しかし、 

近年の世界同時不況の影響や経営者の世代交代といった様々なビジネス環境の変化に、域内産業を支える多くの製 

造業者が直面しており、従来のビジネスモデルや会社経営のあり方が見直されてきています。そこで中小企業基盤 

整備機構では、山形大学、米沢市電子機器・機械工業振興協議会等との連携により、米沢市内の中小企業を対象と 

した定期講座「米沢ものづくり若手経営者塾」を今年度計６回実施いたします。先立ちまして、この度「米沢もの 

づくり若手経営者塾」の開始と、 「山形大学工学部ものづくり・ひとづくりキャンパス」オープンを記念いたしまし 

て、キックオフセミナーを開催いたします。是非、ご参加いただき、さらなるご発展への一助とされますようご案 

内申し上げます。 

開催日時：平成２１年１０月１日（木） 15 時～17 時 30 分 

開催場所：東京第一ホテル米沢 ２Ｆ桜園（山形県米沢市中央 1－13－3） 

定 員 ：１００名 

主対象 ：中小企業経営者・管理幹部、支援機関等担当者 他 

主 催 ：独立行政法人中小企業基盤整備機構 東北支部 

共 催 ：山形大学工学部、米沢市電子機器・機械工業振興協議会 

政策研究大学院大学 

教授 橋本 久義 氏 

昭和 44年 東京大学工学部 精密機械工学科卒業。通産 

省入省。 昭和 53年～56年 西ドイツデュッセルドルフに 

JETRO 調査員として 3 年間駐在。その後 機械情報産業局 

鋳鍛造品課長、中小企業技術課長、立地指導課長、総括 

研究開発官等を歴任。平成 6 年から埼玉大学教授（政策 

科学研究科） 、平成 9 年から政策研究大学院大学教授。通 

産省時代から「現場に近いところで行政を・学問を！」 

をモットーに第一次円高以来 20 年間で 3000 以上の工場 

を訪問。全国の中小企業の現場を訪れて、技術者・経営 

者の意見を聞いてきた。行政・学界には珍しい現場主義 

者。政策研究院では、発展途上国の産業発展、中小企業 

の活性化をメインテーマに研究に取り組んでいる。「日本 

の中小企業は世界最強」「中小企業は日本のまごころ、世 

界の宝」と説く。 

講師ご紹介 

世界同時不況という状況で日本は大変だが、中国はも 

っと大変だし、米・欧はメチャクチャ大変だ。日本の 

中小企業は不況を辛抱強く堪え忍ぶ底力は抜群だ！不 

況が回復した時、日本と米・欧との差は大きく開いて 

いるだろう。がんばれ日本の中小企業！！ 

参加ご希望の方は、裏面の参加申込書にご記入の上、 

ＦＡＸにてお申込ください。 

プログラム



下記のとおり「米沢ものづくり若手経営者塾」キックオフセミナーに参加申込いたします。 

セミナーのみ ｏｒ セミナー及び交流会（参加費:1,000 円） 

（いずれかを○で囲んでください） 

会社等名： 

住 所：（〒 － ） 

参加者名（役職名） 

参加者名（役職名） 

ＴＥＬ： ＦＡＸ： 

★ 申込書に記入いただいた個人情報は、本セミナーに係る事務連絡と参加者の確認のために使用し、 

その他の目的の為に使用する事はありません。 

東京第一ホテル米沢 ２Ｆ桜園（山形県米沢市中央 1－13－3） ※無料駐車場有り 

山形大学 地域共同研究センター 行き 

ＦＡＸ番号 ０２３８―２６－３４０９（担当：長谷川、今野） 

☆お申込み締切日☆ 平成 21 年 9 月 25 日（金）まで 

◇会場のご案内◇ 

○JR（列車）ご利用の場合 

山形新幹線 JR 米沢駅下車、タクシーにて約 10 分 

○自動車ご利用の場合 

・東京、仙台方面より 

東北自動車道、福島飯坂 IC より国道 13 号にて約 60 分 

・山形方面より 

国道 13 号にて約 60 分 

・喜多方方面より 

国道 121 号にて約 60 分 

◇セミナー米沢事務局◇ 

山形大学 地域共同研究センター（長谷川、今野） TEL 0238-26-3030 FAX 0238-26-3409





プレス通知資料 （概 要） 

平成２１年９月１５日 

山 形 大 学 

１．藤沢周平の山形 第６章（最終章）「藤沢周平の江戸・東京」 参加者募集 

（概要） 作 家藤沢 周平 氏は、山 形大 学地 域教育 文化 学部 の前 身である山形 師範 学 

校の卒業生です。山形大学では平成１９年度から特別プロジェクト「藤沢周平の 

山形」としてさまざまな催しを実施してきました。 

今 回 は最 終 回 として、藤 沢 作 品 の主要 な舞 台となった江 戸 の面影 残る東 京 

で文学散歩と江戸落語、藤沢文学研究者による講演会を実施いたします。 

開催日：平成２１年１０月１０日(土) 

第一部 藤沢作品の舞台 隅田川界隈を歩く 

開催時間：９：３０～１１：３０（９：００から受付） 

集合場所・オリエンテーション会場：江東区芭蕉記念館 １階会議室 

ナビゲーター：山形大学大学院理工学研究科 教授 山本陽史 

第二部 文学の中の江戸・東京探訪 

開催時間：１３：３０～１６：３０（１３：００から受付） 

会 場：清澄庭園・大正記念館 

だしもの：江戸落語口演／桂 伸治 師「あくび指南」「らくだ」（予定） 

講 演：「藤沢文学と江戸・東京」 

（講師：山形大学大学院理工学研究科 教授 山本陽史） 

問い合わせ：山形大学東京サテライト 

（ＴＥＬ）０３－５４４０－９０７１ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕



２．公開講座 人文学部「法を知って暮らしを守ろう」 

（概 要 ） 本 講 座 では、複 雑 で危 険 が潜 む商 品 ・サービスの内 容 や取 引 などの消 費 社 

会において暮らしを守るための方法を、法律の視点から考えます。 

日 時：平成２１年１０月５日(月)・１９日(月)・２６日（月）、１１月９日（月）・１６日（月） 

（毎週月曜 全５回） １８：３０～２０：１０ 

場 所：人文学部講義室（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：一般市民・大学生・高校生 

会 費：一般市民 ２，０００円（大学生・高校生は無料） 

問い合わせ：山形大学人文学部事務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４２０３ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

３．小さな科学者・体験学習会 理学部「望遠鏡を作って観る」 

（概 要 ） ガリレオのように小さな望 遠 鏡 を作 って、実 際 に月 など天 体 を観 測 します。日 

常生活では想像もつかない驚きの世界が待っています。 

当日の取材を是非お願いいたします。 

日 時：平成２１年９月２６日(土) １６：００～１８：３０ 

場 所：SCITA センター（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ：山形大学理学部事務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０５ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕



４．山形大学と高等学校の数学教員の研究交流会 

（概要） 山形大学と高等学校の数学教員の研究交流会として、2003 年に山形県の高 

等学 校 教 員数 学 部 会と山 形大 学 理学 部 数 理科 学 科 の共 同 事 業として、高 大 

連携による数学教育の向上を目的として開催され、今回で７回目を迎えます。 

当日の取材を是非お願いいたします。 

日 時：平成２１年９月１６日(水) １３：３０～１６：００ 

場 所：理学部先端科学実験棟 S401 大講義室（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ：山形大学理学部事務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５０５ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

５．公開講座 医学部「現場での心停止の治療法－AED の正しい使い方－」 

（概要 ） 現場 での突 然の心 停止 に対して効果 ある治 療法 は、質 の高い心 肺蘇 生と早 

い電気的除細動です。いち早く電気的除細動をするために AED（自動体外式 

除細動器）が普及され、設置されました。 

平成１６年度より AED は一般市民でも使用することができるようになりましたが、安全に 

使うためには講習を受ける必要があります。 

日 時：平成２１年１０月３日（土） １３：００～１５：００ 

１７日（土） １３：００～１５：００ 

場 所：山形医学交流会館（山形市・山形大学医学部内） 

対 象：一般市民（定員 ５０人） 

会 費： ４，０００円（受講料 ２，０００円・テキスト代 ２，０００円） 

問い合わせ：山形大学医学部総務ユニット庶務担当 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－５００６



６．工学部 吾妻祭・重文クラシックコンサート・ホームカミングデイ 

（概要） 吾妻祭とは、山形大学工学部と米沢女子短期大学が合同で行う学園祭です。合同で 

行う学園祭（吾妻祭）となってから今年で１５周年を迎え、今年も１日目は米沢女子短期 

大学、２，３日目は山形大学工学部で開催されます。 

また吾妻祭は、学生だけの祭典ではなく、「市民祭」として地域市民の方々にも開放さ 

れ、重要文化財でもある旧米沢高等工業学校本館を活用したクラシックコンサートや卒業 

生を米沢に招き旧交を暖めていただくホームカミングデイも併せて開催いたします。 

《吾 妻 祭》 

平成２１年１０月９日（金）～１０月１１日（日） 

《重文クラシックコンサート》 

日 時：平成２１年１０月１０日（土） １３：３０～ 

場 所：旧米沢高等工業学校本館（山形大学工学部内） 

《ホームカミングデイ》 

日 時：平成２１年１０月１０日（土） １２：００～１３：１０ オープニングセレモニー 

場 所：山形大学工学部大示範教室 

問い合わせ：山形大学工学部広報室 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３４１９ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕 

７．公開講座 附属中学校「親子で楽しむ秋の星座」 

（概要） 親子が一緒 の自 然体験 は、原 体 験として子どもの心 に深く刻まれます。また、 

秋の夜空を眺めて語り合える親子の姿には温もりと絆が感じられます。 

そこで、附属中学 校「六稜 ホール」のプラネタリウムで秋 の星座や銀河系を観 

たり、天体望遠鏡で木星などの惑星を観察しながら、宇宙のロマンを実感して秋 

の星の楽しみ方を学び、実践へと誘います。 

当日の取材を是非お願いいたします。 

日 時：平成２１年９月１９日（土） １８：３０～２０：００ 

場 所：附属中学校 多目的ホール「六稜ホール」（山形市・松波キャンパス） 

講 師：柴田晋平 山形大学理学部教授と「小さな天文学者の会」星のソムリエの方々 

問い合わせ：山形大学附属中学校 

（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４１ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。〕




































